
◎異動があった場合は、速やかに提出してください。

第６号の７様式（第５条関係）

〒

令和 年 月 日提出

練馬区長　殿
フリガナ

氏名または名称

個人番号
または法人番号

所 在 地

１．異動が令和　年12月31日までで、一括徴収の申出があったため
２．異動が令和　年１月１日以降で、特別徴収の継続の申出がないため

特 別 徴 収
給与支払報告 に係る給与所得者異動届出書

１
　黒
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
ま
た
は
ペ
ン
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

２
　「
宛
名
番
号
」
の
欄
に
は
、
特
別
徴
収
税
額
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
宛
名
番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

３
　給
与
の
支
払
を
受
け
な
く
な
っ
た
者
が
、
新
し
い
勤
務
先
に
お
い
て
特
別
徴
収
の
継
続
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、「
異
動
後
の
未
徴
収
税
額
の
徴

　収
方
法
」
欄
の
枠
内
に
「
１
」
と
記
入
す
る
と
と
も
に
、「
１
．
特
別
徴
収
継
続
の
場
合
」
欄
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

４
　一
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
退
職
し
た
者
に
未
徴
収
税
額
が
あ
る
場
合
は
、
一
括
徴
収
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

御
注
意

（
特
別
徴
収
義
務
者
）

給
　与
　支
　払
　者

給

　与

　所

　得

　者

１．　特 別 徴 収 継 続

２．　一 　 括 　 徴 　 収

３．　普 　 通 　 徴 　 収
　　　（ 本 人 納 付 ）

特別徴収義務者
指 定 番 号

右から
番号を
記入

右から
番号を
記入

右から
番号を
記入

１．異動が令和　年12月31日までで、一括徴収の申出がないため
２．令和　年５月31日までに支払われるべき給与または退職手当等の額が未徴収税額（ウ）以下であるため
３．死亡による退職であるため
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84
73
-1
-2
47
02
1

6P

墨

東京都〇〇区××１－２－３

〇×商事株式会社

123-4567
１

0060000000

練馬 花子
〇〇課 〇〇係

111
00-0000-0000

5 5昭和 55

〇〇区〇〇１－１－１

練馬区〇〇４－５－６

マルバツショウジカブシキガイシャ

ネ リ マ　イ チ ロ ウ

練 馬　一 郎

２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２

0123456789
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〇〇 〇〇 〇〇

21,000 63,000

６

８

９
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31

222
11－1111－1111

9876543210

7,000

9

1

３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３0067890123

〇〇課 〇〇係
特徴　太郎

〇×不動産株式会社
マルバツフドウサンカブシキガイシャ

789-1234
東京都□□区△△３－２－１

84,000

税額通知書の特別徴
収義務者指定番号と
宛名番号を記入して
ください。

税額通知書の特別徴
収義務者指定番号と
宛名番号を記入して
ください。

異動届出書の内容に
ついて応答できる方
の氏名・連絡先を記
入してください。

退職・転勤等の異動
が生じた年月日を記
入してください。

何月分から徴収する
のか記入してくだ
さい。

赤枠内は新事業所の
情報を記入してくだ
さい。

１を記入してください。

２または６を記入し
てください。

異動届出書の記入例（新事業所で特別徴収を継続する場合）

税額通知書の受給者
番号を記入してくだ
さい。

税額通知書の特別徴
収税額を記入してく
ださい。

異動者の税額を何月
から何月まで徴収し
たか合計額を記入し
てください。

（ア）の特別徴収税
額から（イ）の徴収
済額を差し引いた額
を記入してください。

税額通知書の住所を
記入してください。
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墨

558473-2-K-247021


